



















大学総合文化研究科言語情報科学専攻・学位取得論文。全 5 巻、1140 ページ。博論は文献
調査結果が 5 分の 4 を占める。プロジェクト内容の詳細と学術的背景は「マザリナード・プ
ロジェクト──人文科学研究の新しいコーパスを考察する」（学習院大学人文科学研究所紀





























































































　じっさい、私たちは 2015 年 6 月、フランス学士院の後援を受け、マザ
リーヌ図書館、フランス国立図書館（BnF、アルスナル図書館）と共同で
国際シンポジウム『Mazarinades : nouvelles approches』（マザリナード
文書：新しいアプローチ）を開催するに至った。マザリナード研究史にお















































は複数定冠詞をつけ、大文字で les Mazarinades と表記する。本論のマザリナード文書に
関する知識は多くをユベール・キャリエによる以下の著作に依拠している。著者は、筆者の
博論の大部を占める東京大学コレクションの文献調査における協力者である。すでにお亡く
なりになっているが、この場を借り、あらためて感謝を述べたい。Hubert Carrier, La 
Presse de la Fronde（1648─1653）: Les Mazarinades.La Conquête de l’opinion, Genève, 
Librairie Droz, 1989. La Presse de la Fronde（1648─1653）: Les Mazarinades. Les 























9）　フ ロ ン ド の 乱 に 関 し て は、Hubert Méthivier, La Fronde, Paris, PUF, 1984 ; Orest 





































12）　マザリーヌ図書館コレクションの由来、規模については以下の URL を参照。http : //





















ョンのうち 4 つ（A～D）がそれぞれ合本された 9 巻、20 巻、12 巻、2 巻



































































16）　ちなみに 2008 年 9 月 30 日の時点で「mazarinade」でヒットする Google 検索結果は、
16,600 件だった。そのほとんどはマザリナード文書への言及か図書館の文献情報である。し
かし、BnF の電子図書館 Gallica にはすでにいくつかのマザリナード文書が含まれていた。
ただしそれらは「テーマ」で検索しても出てこない。「タイトル」で検索すると 12 点見つか





































































































































































































ザリーヌ図書館では『Mazarinades（1648─1653）: la Fronde, les mots, les presses』（マザ
リナード（1648─1653）──　フロンドの乱・言葉・出版）と題し、3 か月間の展覧会とし










































た。し か し、17～18 世 紀 初 期 に 装 丁 さ れ た マ ザ リ ナ ー ド 文 書 に は
















Célestin Moreau, Choix de Mazarinades, New York, Johnson reprint, 1965, t. II, pp. 241
─253.（Reprint de Paris, 1858.）
27）　実際にはスカロンより先にマリニーが短い詩のなかで mazarinade という単語を使用し




28）　語義の歴史的変化については、前掲博論、第二部第 4 章「《 mazarinade 》語義の変遷」
で論じている。pp. 162─178.
29）　Célestin Moreau, Bibliographie des Mazarinades, Société de l’Histoire de France, 




















30）　モローの『書誌』は 4084 タイトルだが、最終巻に補遺として 230 点が加えられているの
で 4314 タイトルのマザリナード文書が掲載されている。その後さらに Bulletin du 


































34）　Armand d’Artois（1845─1912）。2015 年 6 月の国際シンポジウムで、マザリーヌ図書館
のクリストフ・ヴェレ学芸員によるアルトワの伝記的事実に関する発表があった。
Christophe Vellet, « Les mazarinades à l’affiche ? Armand d’Artois（1845─1912）, 








正個所は 66 箇所。手書き原稿の発見もいくつか含まれる。Philippe van der Haeghen, 
« Notes biographiques sur les Mazarinades de C. Moreau », Bulletin du bibliophile 














1653）の 出 版 物：マ ザ リ ナ ー ド 文 書』La Presse de la Fronde（1648─








ことになった。Emile Socard, « Supplément à la Bibliographie des Mazarinades », Paris, 
H. Menu, 1876.（Extrait du Cabinet historique, t. XXII : Mazarinades de la 
Bibliothèque municipale de Troyes）.
　エルネスト・ラバディは特にボルドーでフロンドの乱に関わる文書 346 点を発見した。
Ernest Labadie, « Nouveau Supplément à la Bibliographie des Mazarinades »（Extrait 
du Bulletin du bibliophile de 1903 et 1904）, Paris, Henri Leclerc, 1904.
37）　モローの『書誌』と『選集』の序文を比べてみると、いずれにも定義のようなものは書
かれていない。
38）　Jouhaud, op. cit., p. 17.










































している 42）。要約すると、それはフロンドの乱（それも 1648 年 5 月 13














42）　Carrier, La Conquête de l’opinion, pp. 60─69.
43）　1654 年以降出版の文書をモローのカタログで見ると、おそらく半分近くがレ枢機卿に関
連する。特に 1660 年に出版された À tous les évêques, prêtres et enfants de l’Église には
「〈フロンドの乱〉の最後の反響」（« le dernier retentissement de la Fronde »）という註
釈がつけられている。つまり、モローによればこれが時間的には最後のマザリナード文書に






















44）　Jouhaud, op. cit., pp. 37─38. これに対してキャリエは後半のフロンドは確かに組織され
たプロパガンダが多いが、とりわけ前半のマザリナード文書には世論の自発的反映を否定す
る要素はないと反論する。またエレーヌ・ドゥチーニの仕事に依拠しつつ、17 世紀にはす
でに世論 opinion publique の概念があったのは明らかだという立場をとる。Carrier, Le 
Labyrinthe de l’État, Essai sur le débat politique en France au temps de la Fronde


























46）　LE POVLET（現代語 Le Poulet、『鶏料理』）、LA SAVCE DV POVLET（現代語 La 
Sauce du poulet、『鶏 料 理 の ソ ー ス』）、SALADE EN RESPONCE A LA SAVCE DV 











47）　RELATION VERITABLE DE LA NAISSANCE D’VNE FILLE MONSTRVEVSE…







があるかもしれない。Myriam Tsimbidy, « Les mazarinades: récit d’événement et fiction 
littéraire » in Eidôlon, no 116: « Écritures de l’événement: les Mazarinades bordelaises 
», Bordeaux, Presse universitaire de Bordeaux, 2015, pp. 31─32.
